
神野 元基(じんの げんき)
株式会社COMPASS ファウンダー
合同会社LINKALL 代表
中央教育審議会 初中等部会臨時委員
産業構造審議会 教育イノベーション小委員会委員
宮崎市 教育CIO
学校法人 東明館学園 理事

・北海道網走市出身
・慶應義塾大学在学中より起業家として活動

・2010年 シリコンバレーで起業

・2012年 八王子で学習塾COMPASSを開校

・2014年 AIドリル Qubena(キュビナ) の開発に着手

・2019年 中央教育審議会 臨時委員に就任

・2021年 宮崎市教育CIOとして活動 1
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中間まとめ
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基本理念：宮崎で育ち、学ぶことを通して、郷土に誇りと愛着をもつ感性豊かな「みやざきっ子」の育成 
望ましい教職員像：宮崎を愛し 専門的力量と見識を備えた 信頼される教職員 

「未来の教室」で育てたい子ども像：自分や地域の課題に向かって、他者と協働しながら、主体的・創造的に解決し、自ら未来を切り開く子ども 

「未来の教室」で描く宮崎市の教育戦略デザイン 
AI を活用した「個別最適化学習」による 

宮崎市ならではの「未来の教室」を創造する。 

KEYWORD：Edtech、STEAM 教育、地域貢献 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「未来の教室」に向けた３つの柱 

 

 

 

授業における習熟の時間での活用 

よ
さ
や
メ
リ
ッ
ト 

個に応じた習熟ができ、教員の個別指導に
より全員の学習内容の定着が図られる。 

学習プリントの作成時間が軽減できる。個
別指導の充実が図られる。 

  

少人数指導（数学・外国語）での活用 

よ
さ
や
メ
リ
ッ
ト 

個別最適化された学習が進められ、学習意
欲の向上と学力の向上が期待できる。 

教科担任の個別指導の充実が図られる。少
人数指導講師の負担が軽減する。 

朝自習の時間での活用 

よ
さ
や
メ
リ
ッ
ト 

個に応じた問題ができ、一人一人の学びの
自立化と学力の定着が図られる。 

朝自習のプリント問題の作成時間が軽減で
きる。保護者の費用負担も軽減できる。 

  

小規模校（複式指導）での活用 

よ
さ
や
メ
リ
ッ
ト 

先生に頼らず、自ら学ぶことができ、複式
指導（間接指導）が充実する。 

学級担任や複式緩和の非常勤講師の負担が
軽減できる。 

 

 

教育支援教室（適応指導教室）での活用 

よ
さ
や
メ
リ
ッ
ト 

自分に合った問題に自分のペースで取り組
める環境で、学びの自立化が図られる。 

教育支援室に通う児童生徒が増え、自分に
自信を持ち、不登校の減少につながる。 

  

家庭学習（オンライン学習）での活用 

よ
さ
や
メ
リ
ッ
ト 

授業で行った問題がタイムリーに宿題で行
え、学習内容の定着が図られる。 

学習ログの活用による評価と支援により、
臨時休業中でも学習機会が確保できる。 

日常の授業での活用 

よ
さ
や
メ
リ
ッ
ト 

一人一人が個々のペースで演習を行い、単
元内の自由進度学習が実現する。 

学習意欲が向上し、先生への質問や生徒同
士のコミュニケーションが増える。 

児童生徒の学習への取組がデータで可視化
され、評価に活用できる。 

学習の進度が速いため、探究型学習の授業
が創出できる。 

学びの自立化・個別最適化 
個人の認知特性や到達度に合わせた学び 
一人一人の特性等に対応し、一人も取り残さない学び 
個々の能力を最大限に引き出す学び 

学びの STEAM化 

「知る」と「創る」が循環する学び（価値創造のため） 
ふるさと宮崎に誇りと愛着をもたせる学び 
地域に貢献できる力を育成するための学び 

新しい学習基盤づくり 

学校 ICT 環境（一人一台）の早期整備 
到達度主義の学びへの転換 
学校 BPR（時間的余裕の捻出、働き方の意識改革） 

「個別最適化学習」による・・・ 

児童生徒による主体的・創造的な学び 
＜ 児童生徒 ＞ 

○ 学習意欲の向上・基礎学力の向上 
○ コミュニケーション能力の向上 
○ 課題発見力の向上・自己解決能力の向上 
○ 新しいものを生み出す創造力の向上 

＜ 教 職 員 ＞ 
○ 個別指導の充実（机間指導の時間の拡大） 
○ 個々への適切な評価の実現と学力の保証 
○ 余剰時間の創出（創造的な学びへの活用） 

→ 地域とのつながりを生かした探究型学習 
→ 総合的な学力を身に付けるカリキュラムの創造 

○ 業務の負担軽減・働き方への意識改革 

導入期 拡充期 目指す姿 充実期 

これまでの学び＋Edtech＋これからの学び＝「未来の教室」 

創出された時間で数学を実践的に活用した STEAM
教育や次学年の先取り学習が実施できる。 

未来の教室 

「Edtech」を充実させるための環境整備 
● １人１台のタブレット PC（インターネット接続、授業支援ソフト・AI 型ドリル教材の導入） 
● 学習基盤となる情報活用能力（情報モラルを含めた情報リテラシーとタブレット端末の操作スキル） 

学校のフレキシブルな教育課程の創造・学校BPR（業務改善） 
● 授業時数の変更や地域の特性を生かした新しい探究型学習の創造など柔軟な教育カリキュラムの編成 

 

数学を実践的に活用した STEAM教育 
社会問題等の課題解決の手段としてテクノロ 
ジーと数学等を実践的に活用する学習 

 

地域とのつながりを生かした探究型学習 
世界とつながり宮崎に貢献できるグローカル
な人材を育成するためのカリキュラム 

校務支援システムの導入による教職員のワークスタイル改革 
資料作成等の時間削減、評価や成績処理の時間削減、個別指導の時間の創出、余剰時間の創出、意識改革 
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• 文部科学省「教育データの利活用に関する有識者会議」にて、“教育データの利活用に係る論点整理（中間まと
め）案”が示され、学校設置者を中心とする公教育データの公教育内での利用に係る内容が検討されている

• また、学びの保障の観点からオンライン学習システム(CBTシステム)の全国展開が検討される中で、学校での
学習データについては学習eポータルに集約していくことが検討されている

教育データ利活用に関する検討状況

文部科学省“教育データの利活用に係る論点整理（中間まとめ）”より 文部科学省“令和3年度文部科学関係予算のポイント”より
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• 学習者は、学校内・学校外の両方で学習をしており、データは学校内で閉じることなく、学校内と学校外で統
合して管理/蓄積を行っていくことが検討されるべきである

学習者を中心とする教育データ利活用

学習ソフトA

学習ソフトB

デジタル教科書

MEXCBT

学習塾学習ソフトB

通信教育学習ソフトC

学習塾学習ソフトA

通信教育学習ソフトD

アナログも含めた学校内での学習記録 アナログも含めた学校外での学習記録学習eポータル

分散PDS
(パーソナルデータストア)

学習管理アプリ

・・・
・・・

・・・

学校内 学校外
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• 学習教材によってデータ粒度にはばらつきがあり、データ粒度を学習教材同士で合わせていくことで、データ
の受け渡し等をシームレスに行っていくことができる

• また、細かい粒度でのデータ取得が可能であれば、今後履修主義ではなく習得主義として単位を認めることや
個別学習計画の策定等にも寄与するものと思われる

学習データのデータ粒度とその活用

一つの問題から学習要素を分解し、
それぞれに対して習熟度のスコアを付与している


